
 

科目名 担当教員名 授業形態 単位数 資格 大学 DP 学科 DP 学習成果 

心理学研究法 高橋 彩 講義 ２  ２ ２ 1,2,3,4 

授業概要 

授業目的 

直接に目には見えないこころの働きを明らかにするため、心理学には様々な研究方法がある。この講

義では質問紙調査法、観察法、面接調査法の手法と、その分析方法を学ぶ。 

到達目標 
①心理学を研究する具体的な方法について理解し、その手続きと特徴について説明できる。 

②心理学の実験を通して、科学としての心理学についての理解を深める。 

回 学習内容 

1 心理学の研究とは 実験群と統制群 

2 実験における要因と水準 

3 心理学における統計の考え方 実験計画の立て方 

4 質問紙調査 尺度項目の作成方法 

5 質問紙調査 調査用紙の作成と実施 

6 データ分析（データ入力） 

7 データ分析（項目の G-P分析） 

8 質問紙法レポート作成 

9 面接調査法 面接調査の実施 

10 逐語録の作成 自由記述の分類 

11 結果の整理 面接法のレポート作成 

12 観察法 自由記述法による予備観察 操作的定義 

13 観察法 タイムサンプリング法の実施 

14 観察データの分析 観察法のレポート作成 

15 心理学におけるその他の研究法 

予習内容 

復習内容 

予習：授業内で指定された資料を読む。 

復習：レポート作成に必要な資料を探しておく。 

教科書 教科書は使用しない。課題ごとに資料を配布する。 

成績評価 
授業内の課題の取り組み（50％）と、レポートの内容（50％）によって評価する。 

試験は行わない。 

実務経験  

その他 

特記事項 
 

 


